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20 X 10602/μ2/sec 
9l(1l胞内における活性酸素種の濃度
02・ スパーオキサイド O.lnM 
H202 過酸化水素 lOnM 

























































ヒト (0) 90 
口 チ ン パ ン ジ一
(1) 48 
ゴリラ (1) 43 〉 ヒト上科
オランウータン 50 
テナガザル (2) 35 
ニホンザル
34}  
ヒヒ (7) 35 オナガザル上科
オナガザル 25 
口オマキザル
432 0 } クモザル
ウーリーモンキー (15) 30 
広鼻類
リスザル (15) 18 
ガラゴ
(22) 17 ｝ 
ポットー 22 





















ロステロン (DHEA) などのホルモン、デプレニル (deprenyl) など種々の物質や「適
度な運動」がその候補として挙げられてきましたが、どれも老化を遅らせ、最長寿命を伸
長するという確たる証拠はありません。今のところ、老化を遅らせ、最長寿命を延長でき
る最も確実な方法は食事（カロリー）制限であると考えられます。ラットをはじめ多くの
動物で食事制限の寿命延長効果は証明されていますが、ヒトではそのような実験を行うこ
とも不可能で、実証されていません。現在、霊長類（アカゲザル）を用いた実験が進行中
ですが、途中経過では、霊長類でも効果がありそうです。そうなると、ヒトにおいても力
ロリー制限は最長寿命を延ばす有力な方法になるかもしれません。最近、大変興味深い結
果が報告されました。アカゲザルをカロリー制限食で飼育することによって、最大寿命の
延長とともに、体温の低下、血漿インスリン値の低下、及び DHEA減少の遅延が見られ
るのですが、同じように、体温が低い、血漿インスリン値が低い、あるいは DHEA値の
高いヒトの方が死亡率が低い、即ち、長命であることが示されたのです。
老化理論の分野は最近、急速に発展しており、その全体像もようやく見えてきました。
しかし、現在常識と考えられている事柄も近い将来、大きく書き換えられることになるか
もしれません。例えば、胸腺による T細胞の産生は、青年期以降は停止すると考えられ
てきましたが、実際には少なくとも56歳まで、おそらくはそれ以降も機能することが最近
明らかにされました。また、脳の神経細胞は加齢にともなって侮日 10万個ずつ減少すると
もいわれていましたが、最近の新たな研究法によって、とくに神経細胞の減少が著しいと
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されてきた大脳皮質、海馬においても正常な加齢においては細胞数は殆ど減少しないこと
が明らかにされました。一方、グリア細胞は、以前は単なる支持細胞と見なされていまし
たが、最近では積極的で、活発な機能を有していることが明らかにされています。すなわ
ち、老化研究は今まさに発展期を迎えており、今後、個々の研究成果が統合されて大きな
老化理論の体系として結実していくでしょう。その成果は人類によりよい後生殖期の生活
を約束するであろうことを期待しています。人類が本格的に宇宙空間に進出し、火星にも
その生活圏をもっためには、現在までの自然の進化の速度では、もはや人類の心身は対応
できなくなるでしょう。人類が生き残るために、いずれ、自分達自身の遣伝子改造に乗り
出すことになるでしょう。
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